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アメリカ人男性（在日歴1年）

東日本大震災って
なに？

1.きっかけ・現状



1.アンケート実施（日本に1年以上在住する海外の方21人対象）

⇒少数派だが、“No”が存在する



2.なぜ“NO”が存在するの？
〇“Yes”の人たちの情報源

（日本に1年以上在住する海外の方21人対象に実施）

⇒インターネットが大半‼テレビは少ない…



2.なぜ“NO”が存在するの？
〇地震について英語で書かれたサイト(気象庁)が既に存在する

しかし…

→①詳しすぎ‼

②見つけにくい‼

No
68.4%

Yes
31.6%

見たことない
人が大半‼

（日本に1年以上在住する外国人21人対象に実施）



能動的に調べなければならない現状…

受動的に情報が得られる環境を

作ろう!!!!



3.解決策→英語のポスターを作成

ポスターにあるQRコードは、
緊急地震速報の音声データ
（NHKさんに許可を頂いた）
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4.私たちの活動

全6社の航空会社、
関西空港株式会社、税関に

アプローチ

ZIPAIRさんとZoomで打ち合わせ

日本を訪れた海外の人が必ず
行く場所に、ポスターを掲示
しよう！



ZIPAIRさんは、座席ポケット内の
「安全のしおり」をQRコード化
しようとしている

私たちのポスターをそのQRコード
に入れてもらえるかも！？
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4.私たちの活動

実現性を上げるための、
ZIPAIRさんのアドバイス

(オフィシャルな情報を提供するため)

責任の所在を明らかにする必要

⇒公的な後援が欲しい



大阪市役所さんを訪問

今後、
大阪府役所や大阪出入国管理と
私たちとの仲介役に…
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知人との会話・アンケートの結果、少数だがNOが存在する。

情報源の大半がネットで、気象庁のサイトも専門的すぎる。

3種類のポスターを作成し、航空会社さんに掲示していただく。

【目標：能動的を、受動的に】

ZIPAIRさん、大阪市役所さんにご協力頂けることになった。


